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論文内容の要旨

本論文は，発光強度の強い硫化カルシウム蛍光体( CaS :Ce) を作成することを目的として，出発原料

とし，セリウムを含ませた硫酸カルシウム二水和物， α型硫酸カノレシウム半水和物および亜硫酸カルシウ

ム半水和物の合成と，乙れから良好な CaS:Ce を得るための作製条件および特性について研究した結果

について述べている。

第 1 章緒論では，本研究の目的および得られた主な結果について述べている o

第 2 章では，針状硫酸カルシウム二水和物を水素ガス気流中で還元して得られるCaS:Ceの形状につ

いて述べ，針状になる場合と粒状になる場合とがあり，発光強度は粒状の方が針状より強い乙とを見いだ

している。

第 3 章では，コハク酸ナトリウムを添加して，柱状 α型硫酸カルシウム半水和物を合成し，乙れを水素

ガス気流中で還元し，生成物の形状について述べ，コハク酸ナトリウムは出発原料の形状に関係なく，

CaS:Ceを粒状にさせる乙とを見いだしている。

第 4 章では，水素ガス気流中(水素還元)あるいは硫黄を添加した水素ガス気流中(硫黄添加水素還元)

の 2 種類の還元雰囲気がCaS:Ceの発光強度に及ぼす影響について述べ，硫黄の添加は発光強度を増加さ

せるととを明確にしている。

第 5 章では，球状車硫酸カルシウム半水和物を硫化水素ガス気流中で還元するととで，還元温度と形状

あるいは発光強度との関係を述べ， 350
0

C と比較的低い温度で球状CaSが得られ，還元温度の増加ととも

に発光強度は増加し， 900
0

C以上でほぼ一定になる乙とを見いだしている。

第 6 章では，出発原料iと取り込まれた微量のナトリウムの蛍光体の形状あるいは発光強度への影響につ

-652-



いて述べ，取り込まれたナトリウムは焼結と，粒子の結晶成長を促進させ，発光強度は増加させる乙とを

明らかにしている。

第 7 章では，蛍光体の ESRを測定する乙とにより，母体結晶中の付活剤の位置と発光強度の関係を調

べ，高い還元温度は付活剤がCaS母体格子中の Ca2 + 位置に置換させる乙とを明らかにしている。

第 8 章では， CaS:Ceを保存するさいに実用上問題となる水蒸気の影響について調べ， CaS:Ceは容

易に水と反応し，最終的に CaS03 ・ 1/2H 2 0K変化するととを明確にしている。

第 9 章結論では，強い発光強度を持ったCaS:Ceが得られた乙とから， 本研究が硫化カルシウム蛍光

体の開発にとってきわめて意義深いことを示している。

論文審査の結果の要旨

強い発光強度を有する硫化カルシウム蛍光体の開発は，未来の表示素子に関する重大な課題である。本

論文は，強い発光強度を有する新しい硫化カルシウム蛍光体の開発を目的として，新規な硫化カルシウム

蛍光体の作製とその特性について検討し，次の結果を得ている。

(1) 針状硫酸カルシウム二水和物からは，針状あるいは粒状CaS:Ceが得られる乙とを明らかにし，発

光強度は粒状の方が針状より強い乙とを見いだしている。

(2) 住状 α型硫酸カルシウム半水和物と得られるCaS:Ceの形状とを比較検討し添加したコハク酸ナト

リウムは出発原料の形状に関係なく， CaS:Ceを粒状にさせる乙とを見いだしている。

(3) 水素ガス気流中あるいは硫黄を添加した水素ガス気流中の 2 種類の還元雰囲気がCaS:Ceの発光強

度iと及ぼす影響について述べ，硫黄の添加は発光強度を増加させるととを明確にしている。

(4) 球状亜硫酸カルシウム半水和物を硫化水素ガス気流中で還元する乙とで，乙れまで得る乙とのできな

かった低い温度 (350
0

C)で球状CaS を得ており，還元温度の増加とともに発光強度が増加するととを見

いだしている。

(5) 出発原料K取り込まれたナトリウムの蛍光体の形状あるいは発光強度への影響について述べ，取り込

まれたナトリウムは焼結と，粒子の結晶成長を促進させ，発光強度を増加させるととを明らかにしてい

る。

(6) 母体結晶中の付活剤の位置と発光強度の関係を調べ，高い還元温度は付活剤を ICaS母体格子中の

Ca 2十位置に置換させる乙とを明らかにしている。

(7) 実用上問題となる水蒸気の影響わいて調べ， CaS :Ce は容易に水と反応し，最終的問 a S0 3 ・す
H20に変化することを明確にしている。

以上のように本論文は，新規な硫化カルシウム蛍光体の作製方法を開発し，その作製過程およびその特

性を明らかにしている。乙れらの結果は未来の表示素子の開発に寄与すると乙ろが大きい。よって，本論

文は博士論文として価値あるものと認める。
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